
プログラム名 チェックポイントでのアセンブラ記述

新出発制御用

①

ポート I/O設定 接続先 HIGH時 ◆ 列車はいない。 ON

GP0 OUT LED R 点灯 S1チェック ⇒ OFF OFF

GP1 OUT LED G 点灯 信号出力　LOW btfsc GPIO,4
LOOP GP2 OUT リレー 非通電 goto ①

  ON GP3 IN S2 ON ◆ 列車が存在する ………
GP4 IN S1 ON S1チェック ⇒ ON ①

OFF GP5 IN 通電センサOFF 信号出力　HIGH OFF

STAGE6 ON

btfss GPIO,4
OFF   OFF ◆ 列車はいない。 goto ①

S2チェック ⇒ OFF ………
ON ON 信号出力　LOW ①

ON

ON ON ◆ 列車が存在する OFF

S2チェック ⇒ ON btfsc GPIO,3
OFF OFF STAGE8　　　 信号出力　HIGH goto ①

………
fgc=1 ①

◆ 通電されている OFF

fgc=0 通電チェック ⇒ ON ON

       STAGE4 STAGE5 fg=1 信号出力　LOW btfss GPIO,3
fg=0 goto ①

◆ 通電はストップされている ………
  ON 通電チェック ⇒ OFF ①

信号出力　HIGH ON

OFF OFF

STAGE3 btfss GPIO,5
STAGE7 FG（ 0x23） の0ビット goto ①

◆ 前方区間に列車が存在しない ………
 fg = 0 ①

OFF

◆ 前方区間に列車が存在する ON

 fg = 1 btfsc GPIO,5
    STAGE１ goto ①

………
FG（ 0x23） の1ビット

◆ 列車フラグを立てる必要なし
 fgc = 0

    STAGE2 ルート ①
R1 ◆ 列車フラグを立てる準備をせよ fgc=1
R2  fgc = 1 fgc=0
R3 btfsc FG,1
R4 goto ①
R5 ◆ 信号機の作動開始を遅らせる ………

CT_SG 0x22
①

fg=1
fg=0

btfsc FG,0
goto ①
………

カウンタ

FG:　列車フラグ

FGC :　列車フラグ補助
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通電センサ：前方の通電センサ

S２センサ：前方の通過センサ

S1センサ：通過センサポートの状態

ルート名称
スタンバイルート
前方警告ルート
停車ルート
列車通過後
列車フラグ設定

状態
待機状態
前区間進入不可、ホームまでは進入OK
ホーム内で停車のこと
列車はホームから発車した
列車は発車した。後続列車は停止の事

メイン制御に戻る

メイン制御

通過禁止

信号処理

列車が前方区間にいるか

列車フラ

グを立て

る準備

S1をチェック

S1をチェック

S2をチェック

通電チェック

通電チェック

S2をチェック

後続列車は

進入禁止

列車が来た

リレーに

よる

通電処理

FG をチェック

FGC をチェック

信号機ま

では緑

列車フラグ

を立てる

S2チェックが

有効になった

ので列車フラ

グを消す

通電チェック

S2をチェック

S1をチェック

通電チェック

FGC をチェック

FG をチェック

S2をチェック

前方区間は通電さ

れているか

列車フラグ

を消す

通過OK

通過センサ

通電センサ

前方確認

列車

フラグ

処理

R1

R3

R2
R5 R4

S1をチェック

ダブルチェック
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